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「
子
育
て
支
援
」
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
提
言

2
月
2
5日
、
市
女
性
問
題
対
策
委

員
会
（
会
長
長
井
美
智
子
）
1
5
人
か

ら
市
長
に
対
し
、
市
の
「
子
育
て
支

援
」
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

市
女
性
問
題
対
策
委
員
会
は
、
2

年
前
市
が
各
種
団
体
の
代
表
者
に
委

嘱
し
、
そ
の
間
テ
ー
マ
の
決
定
（
子

育
て
支
援
）
・
ア
ン
ケ
ー
ト
（
千
人
）

実
施
・
分
析
・
調
査
研
修
を
し
た
も

の
で
、
提
言
内
容
は
、
3
つ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
①
仕
事
と
子
育
て
②
制

度
③
施
設
に
つ
い
て
、
を
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
者
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
長
は
「
貴
重
な

る
提
言
を
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。
皆
様
が
提
言
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
後
行
政
の
中
で
ど
の
様
に
組
み
込

ん
で
い
く
か
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
。」
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
。

座
談
会
で
は
、
男
性
で
は
気
づ
か

な
い
、
女
性
の
抱
え
て
い
る
悩
み
や

問
題
、
少
子
化
を
迎
え
女
性
の
社
会

参
加
が
多
く
な
る
中
で
の
、
行
政
の

将
来
的
な
構
想
に
つ
い
て
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

み
す
ゞ
コ
ス
モ
ス
交
流
会

み
す
ゞ
顕
彰
会

2
月
2
8日
、
湯
本
大
谷
山
荘
で
み

す
ゞ
顕
彰
会
主
催
の
、
み
す
ゞ
コ
ス

モ
ス
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
約
1
7
0
人

（
地
元
7
0
人
県
外
1
0
0
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
北
は
群
馬
県
、
南
は
熊
本
県

ま
で
、
全
国
各
地
か
ら
金
子
み
す
ゞ

さ
ん
を
偲
び
集
ま
っ
た
も
の
で
す
。

交
流
会
で
は
、
矢
崎
節
夫
さ
ん
が
。

「
昔
あ
っ
た
、
人
情
あ
ふ
れ
る
あ
た
た

か
さ
が
、
仙
崎
に
あ
る
。
み
す
ゞ
さ

ん
の
ま
い
た
種
が
全
国
に
広
が
っ
て

欲
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
藤
田
市
長

よ
り
「
通
の
鯨
墓
・
仙
崎
の
み
す
ゞ

さ
ん
・
深
川
の
近
松
門
左
衛
門
・
俵

山
の
ま
ら
観
音
な
ど
、
4
地
区
の
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ
が
。

（
み
す
ゞ
さ
ん
の
み
ん
な
違
っ
て
み
ん

な
い
い
）
長
門
の
気
質
で
す
。」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

市
交
通
安
全
推
進
会
議

2
月
2
5日
、
市
交
通
安
全
推
進
会

議
が
市
役
所
で
あ
り
、
約
5
0人
の
役

員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
田
市

長
か
ら
「
県
で
は
近
年
大
事
故
が
多

発
し
、
交
通
死
亡
者
数
は
2
年
ぶ
り

に
上
回
る
な
ど
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
り
、
今
後
と
も
、
関
係
機

関
・
団
体
が
緊
密
に
連
携
し
て
、
交

通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

議
題
で
は
、
1
2年
度
交
通
安
全
活

動
実
施
計
画
や
学
校
、
事
業
所
等
の

交
通
安
全
運
動
の
取
り
組
み
な
ど
協

議
し
ま
し
た
。

電
話
お
願
い
手
帳
の
贈
呈

3
月
3
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
長
門

営
業
所
か
ら
長
門
市
に
、
電
話
お
願

い
手
帳
の
贈
呈
（
1
0
0
部
）
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
手
帳
は
、
耳
や
言
葉
の

不
自
由
な
方
に
便
利
な
手
帳
で
、
毎

年
全
国
の
市
町
村
等
に
贈
呈
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
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